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の
ぼ
り
旗
な
ど
目
印
あ
り
）

料
金　

１
，
０
０
０
円
で
指
定
の

レ
ジ
袋
１
枚
に
大
根
を
詰
め
放

題
（
町
内
お
し
ぼ
り
う
ど
ん
店

で
使
え
る
、
お
し
ぼ
り
う
ど
ん

割
引
券
３
０
０
円
相
当
付
き
）

※
先
着
３
０
０
人
限
定
で
す
。
畑

か
ら
大
根
が
な
く
な
り
次
第
終
了

し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

産
業
振
興
課
産
業
振
興
係

　

☎
８
２—

３
１
１
１

　
（
内
線
１
５
２
）

　

有
線
８
８—

１
０
３
６

　

晩
秋
を
感
じ
な
が
ら
ね
ず
み
大

根
を
収
穫
し
よ
う
！

日
時　

11
月
19
日
（
土
）

　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

中
之
条
の
坂
城
イ
ン
タ
ー

線
沿
い
の
畑
（
国
道
18
号
か
ら
高

速
道
坂
城
1C
に
向
い
、右
側
の
畑
。

・
お
し
ぼ
り
う
ど
ん
の
振
る
舞
い

・
ね
ず
み
大
根
ほ
か
農
産
物
・
加

工
品
の
販
売

・
ね
ず
み
大
根
数
当
て
ゲ
ー
ム

（
山
盛
り
の
大
根
の
数
当
て
）

・
お
し
ぼ
り
う
ど
ん
店
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
（
抽
選
で
景
品
プ
レ
ゼ

ン
ト
）
な
ど

日
時　

11
月
19
日
（
土
）

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所　

さ
か
き
地
場
産
直
売
所

　
　
　
「
あ
い
さ
い
」

内
容

・
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
命

名
式
典（
着
ぐ
る
み
お
披
露
目
）

ね
ず
み
大
根
ま
つ
り（
メ
イ
ン
会
場
）

ね
ず
み
大
根
収
穫
体
験

　

男
女
が
お
互
い
の
人
権
を
尊
重

し
な
が
ら
、
社
会
の
対
等
な
構
成

員
と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
共

に
参
画
し
、
個
性
と
能
力
を
発
揮

す
る
こ
と
が
で
き
る
「
男
女
共
同

参
画
社
会
」
の
大
切
さ
を
考
え
る

場
と
し
て
「
女
と
男
ふ
れ
あ
い
さ
か

き
２
０
１
１
」
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

11
月
19
日
（
土
）

　
　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
10
分

場
所　

文
化
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室

活
動
発
表　

坂
城
町
消
費
者
の
会

の
皆
さ
ん

記
念
講
演

　

加
藤
さ
ゆ
り
長
野
県
副
知
事

　

演
題　

女
性
が
元
気
な
長
野
県

を
め
ざ
し
て

　

講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　
　

全
国
地
域
婦
人
団
体
連
絡
協

議
会
事
務
局
長
、
消
費
者
庁

参
事
官
を
へ
て
、
平
成
23
年

3
月
に
女
性
と
し
て
長
野
県

初
の
副
知
事
に
就
任
。

※
入
場
無
料

※
託
児
を
ご
希
望
の
方
は
11
月
10
日

（
木
）
ま
で
に
左
記
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

◎
託
児
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
政
策
課
人
権
・
男
女
共
生
係

　

☎
８
２—

３
１
１
１

　
（
内
線
２
２
４
）

　

有
線
８
８—

１
０
１
１

講師：加藤さゆり副知事

2

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
名
称
発
表
と
、
着
ぐ
る
み
の
登
場
も

ね
ず
み
大
根
ま
つ
り
で 

さ
か
き
の
味
を
楽
し
も
う
！

明
日
を
拓ひ

ら

く
共
生
の
ま
ち

女ひ
と

と
男ひ

と

ふ
れ
あ
い
さ
か
き
２
０
１
１

　

町
の
特
産
「
ね
ず
み
大
根
」。
そ
の
味
は
、
伝
統
食
お
し
ぼ
り
う
ど
ん
の
「
あ
ま
も
っ
く
ら
」
と
し

た
味
に
欠
か
せ
な
い
、
秋
を
代
表
す
る
味
覚
の
ひ
と
つ
で
す
。
ま
つ
り
当
日
は
、
ね
ず
み
大
根
の
収

穫
体
験
や
、
お
し
ぼ
り
う
ど
ん
の
振
る
舞
い
な
ど
の
ほ
か
、
皆
さ
ん
か
ら
募
集
し
て
決
定
し
た
、
マ

ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
命
名
式
典
・
着
ぐ
る
み
の
お
披
露
目
な
ど
も
行
わ
れ
ま
す
。
さ
か
き
の

旬
の
風
物
詩
を
、
ぜ
ひ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

昨年の収穫体験の様子



実
施
期
間　

平
成
23
年
10
月
か
ら

平
成
23
年
度
の
実
施
内
容

・
未
実
施
事
業
者
へ
の
文
書
依
頼

及
び
個
別
訪
問
依
頼

・
商
工
団
体
等
関
係
団
体
へ
の
協

力
依
頼

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
税
務
係

　

 

☎
８
２—

３
１
１
１

　
（
内
線
１
４
１
）

　

有
線
８
８—

１
０
３
１

　

県
と
県
内
全
市
町
村
が
協
力
し

て
、
個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
を

推
進
し
ま
す
。
納
税
者
の
利
便
性

を
高
め
、
滞
納
を
未
然
に
防
止
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
個
人
住
民
税

の
特
別
徴
収
を
行
な
っ
て
い
な
い

事
業
者
に
対
し
て
、
そ
の
実
施
を

働
き
か
け
ま
す
。

実
施
主
体　

県
と
県
内
全
市
町
村

て
所
得
税
の
源
泉
徴
収
と
同
様

に
、
事
業
者
が
従
業
員
の
給
与
か

ら
「
特
別
徴
収
（
い
わ
ゆ
る
給
与

天
引
き
）」
し
、
従
業
員
に
代
わ
っ

て
納
税
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

給
与
所
得
者
の
個
人
住
民
税

（
町
民
税
・
県
民
税
）
は
、
地

方
税
法
な
ど
に
よ
り
、
原
則
と
し

3

県
と
全
市
町
村
が
共
同
で

個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
を
推
進

　

長
野
県
と
、
坂
城
町
を
含
む
県
内
全
市
町
村
が
共
同
し
て
、
給
与

所
得
者
の
個
人
住
民
税
（
町
民
税
・
県
民
税
）
に
つ
い
て
、
特
別
徴

収
を
実
施
し
て
い
た
だ
い
て
い
な
い
事
業
主
の
方
に
、
実
施
の
依
頼

を
す
る
と
と
も
に
、
関
係
団
体
に
対
し
て
特
別
徴
収
推
進
の
協
力
依

頼
を
進
め
て
い
ま
す
。

個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
と
は

特
別
徴
収
の
推
進

取
組
み
の
概
要

裁
判
員
制
度

ま
も
な
く
名
簿
記
載
通
知
を

送
付
し
ま
す

　

裁
判
員
候
補
者
名
簿
は
、
市
町

村
の
選
挙
管
理
委
員
会
が
、
選
挙

人
名
簿
か
ら
、
く
じ
で
無
作
為
抽

出
し
た
名
簿
を
も
と
に
、
全
国
の

裁
判
所
で
作
成
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
24
年
分
の
名
簿
に
搭
載
さ

れ
る
人
数
は
、
全
国
で
28
万
６
千

人
で
す
（
有
権
者
全
体
に
占
め
る

割
合
は
３
６
５
人
に
１
人
）。

　

平
成
24
年
の
裁
判
員
候
補
者
名

簿
に
登
録
さ
れ
た
方
に
は
、
本
年

11
月
中
旬
に
名
簿
に
登
録
さ
れ
た

こ
と
の
通
知
（
名
簿
記
載
通
知
）

を
お
送
り
し
ま
す
。
こ
の
通
知
は
、

来
年
２
月
頃
か
ら
平
成
25
年
２
月

頃
ま
で
の
間
に
裁
判
所
に
お
越
し

い
た
だ
き
、
裁
判
員
に
選
ば
れ
る

可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
事
前
に
お

伝
え
し
、
あ
ら
か
じ
め
心
づ
も
り

を
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
も
の
で

す
。

　

な
お
、
こ
の
段
階
で
は
、
ま
だ

具
体
的
な
事
件
の
裁
判
員
に
選
ば

れ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

す
ぐ
に
裁
判
所
に
お
越
し
い
た
だ

く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
実
際
に

裁
判
所
に
お
越
し
い
た
だ
く
こ
と

に
な
っ
た
場
合
は
、
別
途
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

長
野
地
方
裁
判
所
事
務
局
総
務
課

　

☎
０
２
６—

４
０
３—

２
０
０
８

公的年金等に係る雑所得がある方
の所得税確定申告が不要に

　平成23年分の確定申告から、公的年金などの
収入金額の合計額が400万円以下であり、かつ、
公的年金等に係る雑所得以外の所得金額が20万
円以下である場合には、所得税について確定申
告書の提出が不要になりました。
　詳しくは、最寄りの税務署にお問い合わせくだ
さい。
※上記に該当する方でも、例えば医療費控除な
どによる所得税の還付を受けるための確定申告書
の提出はできます。
※上記に該当する方でも、住民税の申告は必要
です。お忘れのないようお願いします。
◎問い合わせ先
　上田税務署　 ☎２２−１２３４（自動音声案内）

青色申告決算等説明会
　税務署では、平成23年分の確定申告における青
色申告決算書の作成方法や、作成に当たっての注
意点などについての説明会を開催します。

開催日 開催時間 会場

12月1日（木） 午後2時〜 4時
上田市丸子文化会館
小ホール

12月6日（火）

午前10時〜正午

上田商工会議所
5階ホール

午後1時30分〜
　　3時30分

12月7日（水） 午前10時〜正午

12月9日（金） 午後2時〜 4時
千曲市戸倉創造館
大ホール

※駐車場が狭いため、自家用車のご利用は極力ご遠
慮ください。

◎問い合わせ先　上田税務署　個人課税第一部門
　☎２１－０４３４
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頼
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11
月
は 

ね
ん
き
ん
月
間 

で
す

年
金
は
世
代
と
世
代
の
支
え
あ
い
…
年
金
は
あ
な
た
が
主
人
公
で
す

　

毎
年
11
月
の
ね
ん
き
ん
月
間
は
、
年
金
制
度
を
よ
り
身
近
に
、
よ
り

正
し
く
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

年
金
制
度
は
、
老
後
の
生
活
や
、
思
わ
ぬ
事
故
・
病
気
で
障
害
を

お
っ
て
し
ま
っ
た
方
や
、
万
が
一
被
保
険
者
本
人
が
亡
く
な
ら
れ
た
場

合
に
残
さ
れ
た
家
族
を
社
会
全
体
で
支
え
合
う
大
切
な
制
度
で
す
。

　

こ
の
機
会
に
年
金
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

老
後
を
ず
っ
と
支
え
る

終
身
の
年
金

　

生
き
て
い
る
限
り
年
金
が
受
け
取

れ
る
一
生
涯
の
保
障
で
す
。

※
老
齢
基
礎
年
金
額（
40
年
間
納
め

た
場
合
）７
８
８
，９
０
０
円（
平
成

23
年
度
年
額
）

不
測
の
事
態
に
備
え
る

保
険
と
し
て
の
年
金

　

加
入
者
が
事
故
や
病
気
で
障
害
が

残
っ
た
場
合
は「
障
害
年
金
」、死
亡

し
た
場
合
は
、そ
の
ご
遺
族
に「
遺
族

年
金
」が
支
給
さ
れ
ま
す
。

納
め
た
保
険
料
分
は

税
負
担
が
軽
減

　

保
険
料
は「
社
会
保
険
料
控
除
」と

し
て
全
額
控
除
の
対
象
と
な
り
ま

す
。

経
済
の
変
動
に
も
負
け
ま
せ
ん

　

賃
金
や
物
価
の
変
動
に
あ
わ
せ

て
、年
金
の
価
値
が
保
障
さ
れ
て
い

ま
す
。

国
民
年
金
の
メ
リ
ッ
ト

国
民
年
金
は
日
本
に
住
所
の
あ
る

全
員
が
加
入
し
ま
す

国
民
年
金
ア
ド
バ
イ
ス

社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除
証

明
書
が
発
行
さ
れ
ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、今
年
１
年
間
に

納
付
し
た
保
険
料
額
が
所
得
税
・
町
県
民

税
の
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
に
な
り
ま

す
。そ
の
た
め
、年
末
調
整
や
確
定
申
告
な

ど
の
税
金
の
申
告
の
際
に
は
、こ
の
納
付
額

を
証
明
す
る「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保

険
料
）控
除
証
明
書
」の
添
付
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

　

こ
の
証
明
書
は
、ハ
ガ
キ
形
式
で
日
本
年

金
機
構
か
ら
郵
送
さ
れ
ま
す
。利
用
す
る
ま

で
の
間
、大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　

今
年
１
月
か
ら
９
月
30
日
ま
で
に
納
付

額
が
あ
る
方
に
は
、10
月
下
旬
か
ら
11
月
上

旬
ま
で
に
送
付
さ
れ
ま
す
。納
付
忘
れ
が
あ

る
場
合
で
も
年
内
に
納
付
す
れ
ば
今
年
分

の
控
除
と
し
て
申
告
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

（
申
告
の
際
に
領
収
書
を
提
示
す
る
か
、証

明
書
の
再
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
）。

　

年
度
の
途
中
か
ら
国
民
年
金
に
加
入
し

た
な
ど
、10
月
１
日
以
降
に
初
め
て
保
険

料
を
納
付
す
る
方
に
は
、翌
年
１
月
下
旬
に

同
様
の
証
明
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

国
民
年
金
は
、20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
日
本
に
住
所
の
あ
る
全
員

が
、加
入
す
る
こ
と
が
原
則
で
す
。

　

職
業
な
ど
に
よ
り
、第
１
号
か
ら
第
３
号
ま
で
３
種
類
の
被
保
険

者
種
別
が
あ
り
、就
職
や
退
職
な
ど
に
伴
い
変
更
さ
れ
ま
す
。

　

種
別
の
変
更
を
き
っ
か
け
に
、保
険
料
の
未
納
や
届
出
も
れ
が
発

生
し
や
す
く
な
り
ま
す
の
で
、そ
の
都
度
自
分
の
被
保
険
者
種
別
を

確
認
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

第
１
号
被
保
険
者

自
営
業
者
・
学
生
・
無
職
の
人

な
ど

　

保
険
料
を
個
別
に
納
め
ま
す
。

口
座
振
替
や
送
付
さ
れ
た
納
付

書
に
よ
り
納
め
て
く
だ
さ
い
。

第
２
号
被
保
険
者

会
社
員
・
公
務
員
な
ど

　

勤
務
先
で
厚
生
年
金
や
共
済

年
金
に
加
入
し
ま
す
。国
民
年

金
に
も
自
動
的
に
加
入
し
た
こ

と
に
な
る
た
め
個
別
に
保
険
料

を
納
め
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
環
境
課
住
民
係

　

☎
８
２
─
３
１
１
１

　
（
内
線
１
２
2
）

　

有
線
８
８
─
１
０
２
２

第
３
号
被
保
険
者

会
社
員
や
公
務
員
に
扶
養
さ
れ

て
い
る
配
偶
者

　

配
偶
者
の
勤
務
先
か
ら
第

３
号
被
保
険
者
に
該
当
す
る

旨
の
届
出
を
し
て
も
ら
っ
て

く
だ
さ
い
。保
険
料
を
納
め
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。



つ
で
バ
ラ
ン
ス
良
く
と
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
細
胞
を
増
や
す
た
め

に
は
、
た
ん
ぱ
く
質
と
脂
質
、
ビ

タ
ミ
ン
を
き
ち
ん
と
摂
取
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
の
成

長
に
必
要
な
も
の
が「
何
」で「
ど

れ
く
ら
い
必
要
」な
の
か
を
知
り
、

主
菜
・
副
菜
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
栄

養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
に
す

る
こ
と
、
そ
し
て
３
食
き
ち
ん
と

食
べ
ら
れ
る
よ
う
な
生
活
リ
ズ
ム

を
作
る
こ
と
に
も
心
が
け
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

　

町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
と
保

育
園
で
は
、
栄
養
士
に
よ
る
食
育

相
談
の
ほ
か
、
発
達
相
談
、
育
児
・

家
庭
に
つ
い
て
の
相
談
な
ど
に
応

じ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
の
食
事
に

つ
い
て
や
、
発
育
に
つ
い
て
の
相

談
、
ま
た
、
育
児
に
つ
い
て
の
悩

み
ご
と
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
詳
し

く
は
、
15
ペ
ー
ジ
の
記
事「
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
」に
日

程
な
ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
を
見
る
と
、
肝
臓
の
場
合
、

出
生
か
ら
20
歳
ま
で
の
増
加
量
は

約
１
０
０
０
ｇ
で
す
が
、
そ
の
う

ち
の
約
4
割
は
、
出
生
か
ら
３

歳
ま
で
の
間
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
脳
の
場
合
は
、
20
歳
ま
で

の
約
１
０
０
０
ｇ
の
成
長
の
う
ち
、

約
７
割
が
３
歳
ま
で
に
成
長
し
ま

す
。

　

身
長
が
伸
び
た
り
、
体
格
が
大

人
に
近
づ
く
10
歳
か
ら
20
歳
ま
で

の
間
よ
り
も
、
10
歳
に
な
る
ま
で

の
成
長
の
方
が
、
臓
器
が
成
長
す

る
度
合
い
は
大
き
い
の
で
す
。
子

ど
も
の
頃
の
、
臓
器
が
大
幅
な
成

長
を
す
る
期
間
に
、
し
っ
か
り
と

し
た
体
重
増
加
が
な
い
場
合
は
、

臓
器
の
成
長
が
大
幅
に
遅
れ
て
し

ま
う
可
能
性
が
あ
り
、
結
果
、
将

来
の
生
活
習
慣
病
リ
ス
ク
を
増
大

さ
せ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

低
年
齢
の
子
ど
も
は
、
胃
袋
が

小
さ
い
の
で
、
一
度
に
た
く
さ
ん

の
量
を
食
べ
ら
れ
ま
せ
ん
。
成
長

分
の
栄
養
を
充
分
に
と
る
た
め
に

は
、
１
日
３
回
の
食
事
と
、
お
や

が
、
臓
器
や
筋
肉
の
成
長
も
少
な

い
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
こ
の「
成

長
が
少
な
か
っ
た
人
」が
、
例
え

ば
外
食
を
し
た
場
合
、
体
格
に
関

係
な
く
、
同
じ
量
の
食
事
が
出
て

き
ま
す
の
で
、
そ
れ
を
食
べ
た
と

き
の
内
臓
で
の
処
理
も
、
充
分
に

成
長
し
た
人
と
比
べ
る
と
負
担
が

大
き
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
食
事
に
よ
っ
て
体
内
に

と
り
こ
ま
れ
た
糖
を
消
費
す
る
た

め
の
筋
肉
が
充
分
に
成
長
し
て
い

な
い
と
、
糖
を
処
理
す
る
た
め
の

イ
ン
ス
リ
ン
が
不
足
す
る
こ
と
に

も
な
り
ま
す
。
こ
う
し
た

生
活
習
慣
が
続
い
て
い
く

と
、
内
臓
が
疲
労
し
、
充

分
な
処
理
が
行
え
な
く
な

り
、
生
活
習
慣
病
へ
と
つ

な
が
っ
て
い
く
危
険
が
あ

り
ま
す
。

　

上
の
表
は
、
出
生
か
ら

20
歳
に
な
る
ま
で
の
、
標

準
的
な
臓
器
の
成
長
の
仕

方
を
示
し
て
い
ま
す
。

長
し
、
標
準
的
な
身
長
・
体
重
に

な
っ
て
い
る
人
と
、
そ
れ
よ
り
も

体
重
増
加
が
少
な
か
っ
た
人
と
で

比
べ
る
と
、
少
な
か
っ
た
人
の
方

　

20
歳
に
な
る
ま
で
に
充
分
成

6

幼
児
期
の
食
生
活
か
ら
始
め
る
生
活
習
慣
病
予
防

健
康
な
将
来
の
た
め
に 

筋
肉
・
臓
器
の
成
長
が
重
要
で
す

　

子
ど
も
の
身
長
が
伸
び
、
体
重
が
増
え
、
大
き
く
な
っ
て
い
く
こ
と

を「
成
長
す
る
」と
い
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
細
胞
の
数
が
増
え
て
い
く

こ
と
を
い
い
ま
す
。
こ
の「
子
ど
も
の
成
長
」で
増
え
る
細
胞
に
は
、
も

ち
ろ
ん
内
臓
や
脳
、
筋
肉
な
ど
の
体
の
細
胞
も
含
み
ま
す
。
子
ど
も
の

う
ち（
20
歳
ま
で
）に
、
し
っ
か
り
と
体
重
を
増
や
し
、
内
臓
・
脳
・
筋

肉
な
ど
の
細
胞
を
増
や
し
て
お
く
こ
と
は
、
将
来
、
生
活
習
慣
病
な

ど
の
危
険
を
避
け
、
健
康
な
体
を
維
持
し
て
い
く
う
え
で
、
と
て
も
大

切
で
す
。

大
人
に
な
っ
て
か
ら
重
要
な

子
ど
も
の
頃
の
臓
器
の
成
長

臓
器
の
成
長
速
度
は

年
齢
が
低
い
ほ
ど
早

い
！

低
年
齢
の
子
ど
も
の

体
重
増
加
の
ポ
イ
ン
ト

食
育
相
談
・
発
達
相
談
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
！



23
年
度
版　

お
年
寄
り
の
た
め

の
老
人
保
健
福
祉
・
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
ガ
イ
ド
」
に
詳
し
く

掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧

く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
健
康
課
保
険
係

　

☎
８
２—

３
１
１
１

　
（
内
線
１
３
４
）

　

有
線
８
８—

１
０
３
０

施
設
入
所
者
や
そ
の
ご
家
族
が
、

安
心
し
て
よ
り
よ
い
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
で
き
る
よ
う
、
橋
渡
し
を
し

て
い
ま
す
。

坂
城
町
介
護
相
談
員
〈
敬
称
略
〉

・
北
沢
は
な
江
（
新　

地
）

・
竹
内　

芳
子
（
金　

井
）

・
堀
内
由
美
子
（
中
之
条
）

・
中
沢　

慈
子
（
四
ツ
屋
）

・
潤
賀
志
げ
の
（
北
日
名
）

・
小
林　

榮
子
（
上
五
明
）

　

老
人
保
健
福
祉
、
介
護
保
険
に

係
る
制
度
や
、
各
種
サ
ー
ビ
ス
の

内
容
、
利
用
に
あ
た
っ
て
の
手
続

き
の
仕
方
な
ど
に
つ
い
て
は
、
今

年
５
月
に
配
布
し
ま
し
た
「
平
成

地
域
福
祉
全
般
、介
護
保
険
・
老
人

保
健
福
祉
に
つ
い
て

・
坂
城
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　

☎
・
有
線
８
２—
２
５
５
１

　

町
で
は
、
６
名
の
介
護
相
談
員

を
委
嘱
し
、
町
内
の
介
護
老
人
福

祉
施
設
を
定
期
的
に
訪
問
し
、
利

用
者
や
家
族
の
声
を
お
聞
き
し
て

い
ま
す
。

介
護
相
談
員
と
は

　

介
護
相
談
員
は
、
施
設
利
用
者

や
そ
の
家
族
な
ど
か
ら
、
苦
情
や

不
満
を
お
聞
き
し
た
り
、
相
談
に

の
る
な
ど
の
ほ
か
、
施
設
の
状
況

を
見
な
が
ら
、
施
設
の
職
員
と
の

意
見
交
換
や
提
案
を
行
い
ま
す
。

　

介
護
保
険
や
老
人
保
健
福
祉
・

地
域
福
祉
に
関
す
る
ご
相
談
・
お

問
い
合
わ
せ
は
、
次
の
窓
口
ま
で

お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

要
支
援
・
要
介
護
や
援
護
者
、介
護

保
険
・
老
人
保
健
福
祉
に
つ
い
て

・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
坂
城
町
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
）

　
　

☎
・
有
線
８
１—

３
５
８
８

・
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
・
有
線
８
２—

０
３
３
３

・
役
場
福
祉
健
康
課
保
険
係

　
　

 

☎
８
２—

３
１
１
１

　
　
（
内
線
１
３
４
）

　
　

有
線
８
８—

１
０
３
０

介
護
サ
ー
ビ
ス
等
相
談
窓
口

介
護
相
談
員
が
介
護
施

設
を
訪
問
し
て
い
ま
す

サ
ー
ビ
ス
ガ
イ
ド
を

　
　

ご
利
用
く
だ
さ
い

7

11
月
11
日
は
介
護
の
日
で
す

安
心
し
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
た
め
に

　

高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
、
ご
家
族
と
快
適
な
生
活
を
送
り
、
介
護
者
の
皆
さ
ん
が
、
心
身
と
も
に
健
や
か
に

介
護
が
で
き
る
よ
う
、
町
で
は
「
介
護
保
険
制
度
」
を
は
じ
め
、
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
を
通
じ
て
お
手
伝
い
を

し
て
い
ま
す
。

　

利
用
さ
れ
る
方
の
状
況
に
応
じ
た
各
種
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
相
談
い
た
だ
き
、
ご
活
用
く
だ

さ
い
。
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坂
城
町
に
お
住
ま
い
の
精
神
障
害

者
の
ご
家
族
が
集
ま
っ
て
、お
互
い

の
悩
み
を
語
り
合
っ
た
り
、病
気
や

障
害
、福
祉
制
度
な
ど
に
つ
い
て
学

ん
だ
り
し
て
い
ま
す
。一
人
で
悩
ま

ず
、出
か
け
て
き
ま
せ
ん
か
。家
族
会

の
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

活
動
内
容

・
２
～
３
か
月
に
１
回
の
定
例
会

・
施
設
見
学
や
研
修
会
な
ど
に
参
加

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

年
会
費　

２
，０
０
０
円

　

デ
イ
ケ
ア
で
は
、ス
ポ
ー
ツ
や
料

理
、音
楽
・
ヨ
ガ
教
室
な
ど
、様
々
な

活
動
を
通
じ
て
生
活
経
験
を
深
め
、

仲
間
づ
く
り
を
し
な
が
ら
、地
域
で

の
自
立
と
社
会
参
加
を
め
ざ
す
活
動

を
し
て
い
ま
す
。ク
リ
ス
マ
ス
や
お

正
月
な
ど
、季
節
の
行
事
も
た
く
さ

ん
あ
り
、一
年
を
通
じ
て
活
動
を
行

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、体
調
に
合
わ

せ
て
、気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

参
加
で
き
る
方

・
坂
城
町
に
住
所
の
あ
る
精
神
障
害

者
の
方

ひ
ま
わ
り
会
の
会
員
募
集

デ
イ
ケ
ア
の
仲
間
募
集

坂
城
町
精
神
障
害
者
家
族
会「
ひ
ま
わ
り
会
」と

デ
イ
ケ
ア
へ 

一
緒
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
！

住民基本台帳の閲覧状況
　住民基本台帳（住所、氏名、生年月日、性別）の閲覧は、公用・公益上必要と認められる場合に限られており、閲
覧状況についても公表することと定められています。平成23年４月１日～平成23年９月30日までの閲覧状況は
次のとおりです。

閲覧日 閲覧者（受託者） 委託者 閲覧目的 対象者及び人数
平成23年

４月15日 月見区 ― 老人クラブ名簿作成 月見区の60歳以上の方 266人

４月19日 長野県総務部
行政改革課 ―

信州型事業仕分けに係
る県民判定人候補者名
簿作成

18歳以上の方 30人
抽出

５月20日 上平区 ― 敬老会名簿作成 上平区の73歳以上の方 32人

６月13日 中之条分館 ― 敬老会名簿作成 中之条区の75歳以上の方 388人

６月29日 社団法人中央調査社 公益財団法人
新聞通信調査会

メディアに関する
全国世論調査 大字坂城の18歳以上の方 16人

抽出

７月14日 金井分館 ― 敬老会名簿作成 金井区の70歳以上の方 333人

８月12日 上五明区 ― 敬老会名簿作成 上五明区の75歳以上の方 139人

８月17日 社団法人中央調査社 財団法人
塩事業センター

家庭用塩の消費実態に
関する調査 大字南条の20歳以上の方 24人

抽出

８月19日 入横尾区 ― 敬老会名簿作成 入横尾区の80歳以上の方 14人

８月24日 泉分館 ― 敬老会名簿作成 泉区の75歳以上の方 51人

８月29日 旭ヶ丘区 ― 敬老会名簿作成 旭ヶ丘区の70歳以上の方 47人

９月６日 横町区 ― 敬老会名簿作成 横町区の75歳以上の方 52人

９月９日 立町分館 ― 敬老会名簿作成 立町区の70歳以上の方 99人

◎問い合わせ先　住民環境課住民係　☎８２－３１１１（内線１２２）　有線８８－１０２２

・
服
薬
の
自
己
管
理
が
で
き
、主
治

医
の
許
可
が
あ
る
方

日
時　

月
２
回

　
　
　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

※
参
加
費
用
は
無
料
で
す
が
、交
通

費
・
材
料
費
な
ど
が
か
か
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
セ
ン
タ
ー

　

☎
８
２—

３
１
１
１

　
（
内
線
５
１
１
）

　

有
線
８
８—

１
０
４
７

▲

家
族
会
と
デ
イ
ケ
ア
メ
ン
バ
ー
の

交
流
会
で
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
へ

出
か
け
ま
し
た



　

10
月
１
日
付
の
人
事
異
動
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
（　

）内
は
前
任

中
沢
恵
三　

産
業
振
興
課
地
産

地
消
振
興
幹
兼
産
業
振
興
係
長

（
教
育
文
化
課
長
兼
食
育
・
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
文
化

財
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
文
化
の
館

館
長
兼
坂
木
宿
ふ
る
さ
と
歴
史

館
館
長
）

柳
澤
博　

教
育
文
化
課
課
長
兼
食

育
・
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長

兼
文
化
財
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
文

化
の
館
館
長
兼
坂
木
宿
ふ
る
さ

と
歴
史
館
館
長（
総
務
課
財
政

係
長
）

宮
嶋
敬
一　

福
祉
健
康
課
保
険
専

門
幹
保
険
係
長（
教
育
文
化
課

生
涯
学
習
専
門
幹
兼
公
民
館
長

補
佐
）

宮
下
和
久　

教
育
文
化
課
生
涯
学

習
専
門
幹
兼
公
民
館
主
事（
産

業
振
興
課
産
業
専
門
幹
兼
産
業

振
興
係
長
）

宮
島
賢
一　

住
民
環
境
課
環
境
専

門
幹
兼
環
境
保
全
係
長（
教
育

文
化
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
専
門
幹

兼
ス
ポ
ー
ツ
振
興
担
当
係
長
）

臼
井
洋
一　

総
務
課
財
政
係
長

（
福
祉
健
康
課
保
険
係
長
）

関
貞
巳　

教
育
文
化
課
ス
ポ
ー
ツ

振
興
担
当
係
長（
住
民
環
境
課

環
境
保
全
係
長
）

役
場
の
人
事
異
動
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鼠
宿
出
身
の
明
治
期
の
偉
人 

西
澤
正
太
郎
氏
に
つ
い
て

伊
藤
博
文
か
ら
西
澤
氏
へ
贈
ら
れ
た
書
、
氏
の
肖
像
画
・
書
簡
、
拓
本
を
ご
寄
託
い
た
だ
き
ま
し
た

　
こ
の
度
、
明
治
期
に
伊
藤
博
文
が
当
町
出
身
の
偉
人
・
西
澤
正
太
郎
氏
に
贈
っ
た
書
と
、
西
澤
正
太
郎
氏

の
書
簡
、
ま
た
同
氏
の
肖
像
画
と
、
同
氏
が
福
島
県
知
事
時
代
に
、
福
島
に
大
正
天
皇
（
当
時
皇
太
子
）
を

お
迎
え
し
た
時
の
こ
と
を
讃
え
て
建
立
し
た
石
碑
の
拓
本
を
、
鉄
の
展
示
館
に
ご
寄
託
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
今
回
西
澤
正
太
郎
氏
と
、
ご
寄
託
い
た
だ
い
た
「
書
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

西
澤
正
太
郎
氏

　

西
澤
正
太
郎
氏
は
、
文
久
３

年
（
１
８
６
３
）
に
西
澤
陽
左
衛

門
の
長
男
と
し
て
鼠
宿
に
生
ま
れ
、

明
治
23
年
３
月
に
東
京
大
学
政
治

科
卒
業
後
、
内
務
省
へ
入
省
。
宮

崎
県
・
新
潟
県
参
事
官
、
香
川
・

滋
賀
・
兵
庫
・
大
阪
・
京
都
の
書

記
官
を
経
て
、
官
選
知
事
と
し
て

青
森
県
知
事
を
明
治
41
年
ま
で
勤

め
、
明
治
41
年
か
ら
は
福
島
県
知

事
と
な
ら
れ
る
も
在
任
中
の
明
治

43
年
に
急
逝
さ
れ
ま
し
た
。

　

生
前
は
伊
藤
博
文
と
の
親
交

が
深
く
、
今
回
ご
寄
託
い
た
だ
い

た
伊
藤
博
文
の
書
は
、
明
治
42
年

（
１
９
０
９
）
に
伊
藤
博
文
が
ハ

ル
ピ
ン
で
落
命
す
る
直
前
に
西
澤
氏

へ
贈
ら
れ
た
も
の
だ
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

同
時
期
の
偉
人 

赤
池
濃
氏

　

ま
た
、
同
氏
と
同
時
期
、
同
氏

か
ら
16
歳
下
に
は
、
同
じ
く
鼠
宿

出
身
で
、
東
京
帝
国
大
学
法
律
学

科
を
卒
業
し
、
内
務
官
僚
か
ら
静

岡
県
知
事
、
警
視
総
監
を
経
て
貴

族
院
勅
選
議
員
に
な
ら
れ
た
赤
池

濃
さ
ん
が
お
ら
れ
、
町
内
で
都
道

府
県
知
事
に
な
っ
た
の
は
こ
の
両
名

だ
け
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

書
は「
形
在
江
海
之
上
、
心
在
魏

闕
之
下
」〈
形
は
江
海
の
上

ほ
と
りに
在
り
、

心
は
魏ぎ

闕け
つ

の
下も
と

に
あ
る
〉で
す
。
こ

れ
は
５
世
紀
末
中
国
・
南
朝「
梁
り
ょ
う
」

の「　
　

 

」が
著
し
た
文
学
理
論
書

『
文ぶ
ん
し
ん心
雕ち
ょ
う

龍り
ゅ
う
』の
第
六
巻【
神
思
】

第
二
十
六
の
一
文
で
す
。
意
味
と
し

て
は「
身
は
江
海
の
ほ
と
り
に
隠
遁

し
な
が
ら
、
心
で
は
魏
の
宮
門
の
こ

と
が
忘
れ
ら
れ
な
い
」と
い
う
こ
と

の
よ
う
で
、
伊
藤
博
文
の
心
境
を

語
っ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

伊
藤
博
文
の
書
と
、
西
澤
正
太

郎
氏
の
書
簡
は
、
正
太
郎
氏
の
孫

に
あ
た
る
西
澤
眞
澄
夫
妻（
埼
玉
県

在
住
）か
ら
、
肖
像
画
は
一
族
の
石

井
健
一
さ
ん（
上
田
市
）、
拓
本
は

西
澤
澄
人
さ
ん（
上
田
市
）か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
ご
寄
託
い
た
だ
い
た
も
の

で
す
。
こ
れ
ら
品
々
は
、
鉄
の
展

示
館
で
保
管
し
、
適
時
展
示
・
公

開
し
て
い
き
ま
す
。
展
示
日
な
ど

が
決
ま
り
ま
し
た
ら
お
知
ら
せ
し

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

伊
藤
博
文
の
書

ご
寄
託
と
展
示

西
澤
正
太
郎
氏
の
肖
像
画

伊
藤
博
文
が
西
澤
正
太
郎
氏

に
贈
っ
た
書
。
宛
名
に
は「
西

澤
老
兄
」
と
あ
り
ま
す
。



　皆さんは、血管病を知っていますか。
　心臓病、脳血管疾患、慢性腎臓病を引き起こす大きな原因のひとつ
が「動脈硬化」です。血管の動脈硬化が原因で発症する生活習慣病を「血
管病」と呼んでいます。
　動脈硬化が起きていても、自覚症状はありませんが、じわじわと身
体の中で進行しています。この講演会で、血管病の予防法を知り、自
分の生活習慣を振り返る機会としましょう。大勢のご参加をお待ちし
ています。
日時　11 月 12 日（土）　午後１時 15 分〜３時 30 分
場所　坂城テクノセンター
講師　伊藤貞嘉さん（東北大学大学院医科学系研究科腎・高血圧・内

分泌学分野教授）
演題　こどもとおとなの血管病予防〜脳・心臓・腎臓を守る〜
※参加費無料・事前予約不要
主催　長野県地域包括協議会　共催　坂城町・保健補導員会
◎問い合わせ先
　保健センター　 ☎８２−３１１１（内線５１１）　有線８８−１０４７

はつらつ健康講演会
こどもとおとなの血管病予防法
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ブラインドサッカー
東北・北信越リーグ2011開催
　ブラインドサッカーとは、キーパー
を除く選手がアイマスクを装着した
状態で、音の鳴る専用のボールを使
用して行われるフットサルで、視覚
障害者と晴眼者が一緒に楽しめるス
ポーツです。この大会の試合が当町
会場で行われ、坂城町のチーム「Ｆ
Ｃレインボー」と新潟県のチームが
対戦します。ぜひご観戦ください。
日時　11月13日（日）午後１時から
場所
　びんぐし公園内 スパークさかき

一緒に楽しむ仲間も募集中！
　ＦＣレインボーでは、一緒にブラ
インドサッカーを楽しむ仲間、活動
を応援していただくサポーターを随
時募集しています。興味のある方は
気軽にご連絡ください。
◎問い合わせ先
　ＦＣレインボー　中沢医さん
　TEL・FAX８２−２６９３

長野県最低賃金改正
時間額６９４円に

　長野県内の事業場で働く全ての労
働者と、労働者を１人でも使用してい
るすべての使用者に適用される「長
野県最低賃金」が、平成 23 年 10
月１日から、時間額６９４円に改正さ
れました。
　この機会に、ぜひ賃金の確認をし
てみてください。（※特定の産業には
産業別の最低賃金が定められていま
す。）
◎問い合わせ先
・長野労働局労働基準部賃金室
　☎０２６−２２３−０５５５
・上田労働基準監督署
　☎２２−０３３８

社協結婚相談所主催
クリスマスパーティー

　坂城町・千曲市社協結婚相談所で
は、結婚を前提にした出会いを望む
男女のためのディナーパーティーを
開催します。
日時　12 月17 日（土）
　　　午後３時〜８時 30 分
場所　ホテルメトロポリタン長野
対象　25 歳から 45 歳までの、真剣
に結婚を考える独身の方
　男性：坂城町・千曲市在住又は在
勤者及び、坂城町・千曲市社協結婚
相談所登録者
　女性：年齢以外の制限なし
会費　男性：6,000 円
　　　女性：4,000 円
申込締切　11 月 30 日（水）
※応募者多数の場合は抽選
◎申込・問い合わせ先
　坂城町社会福祉協議会
　☎・有線８２−２５５１

科野青年会議所主催
婚活大作戦パーティー

　科野青年会議所では、素敵な出
会いを応援する婚活パーティーを開
催します。
日時　11 月19 日（土）
　　　午後２時〜５時
場所　ホテル信濃路
対象　25歳〜 39歳までの独身の方
参加費　男性：4,000 円
　　　　女性：2,000 円
募集人員　男女各 30 人
申込締切　11 月14 日（月）
※応募者多数の場合は抽選
申込方法　メール・電話・FAX のい

ずれかで、氏名・住所・年齢・性別・
連絡先を添えてお申し込みください。

◎申込・問い合わ先
　科野青年会議所事務局
　☎０２６−２７３−１０１８
　FAX０２６−２７２−１７００
　e-mail sjc@net1.s-net21.ne.jp

広　告　枠
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11月は
固定資産税（第４期）
国民健康保険税（第５期）
介護保険料（第５期）の納入月です
11月の納期限は11月30日（水）
　納期限までに最寄りの金融機関で
納入してください。口座を登録されて
いる方は 11 月 30 日（水）に指定口
座より振替をしますので、振替日ま
でに残高をご確認ください。
　口座の変更を希望される場合は
11月17日（木）までに下記へご連絡
ください。◎問い合わせ先
　総務課収納推進係
　 ☎８２−３１１１（内線１４２）
　有線　８８−１０３２

介護予防講座
ストレッチ・ヨガ教室

　筋肉をゆっくりと引き伸ばし、柔軟
性を高めれば、血行が改善され、関
節をはじめ全身の動きが滑らかにな
ります。また、良い姿勢を保つことは、
筋力向上にもつながります。柔軟性・
筋力アップで若さを保ちましょう。
期間　12 月から翌年３月までの隔週

火曜日（計８回）
時間　午後１時 30 分〜３時
場所　坂城町ふれあいセンター
持ち物
　ヨガマット又は厚手のバスタオル
受講料　2,000 円
定員　40 人（２グループ）
申込締切　11 月 25 日（金）
※定員に達し次第締め切ります。
◎申込・問い合わせ先
　坂城町ふれあいセンター内
　地域包括支援センター
　☎・有線８１−３５８８

第12回坂城町大菊花展
　秋の代表花・菊の展示会です。菊
を愛する皆さんが、丹精込めた鉢植
えなど、色とりどりの菊を一堂に展
示します。ぜひご堪能ください。
期間　11 月３日（木）〜６日（日）
　　　午前９時〜午後５時
　　　（６日は午後１時まで）
場所　文化センター大会議室
作品数　約３５０点
主催　坂城町菊花愛好会

無公害しらかば石けんのあっせん
　町保健補導員会では、佐久福祉
事務所「ねば塾」で製造販売している

「しらかば石けん」をあっせんしてい
ます。動植物油を配合した水酸化ナ
トリウムで加水分解して作られた手
作り石けんです。化学薬品などは一
切使用していません。衣類の洗濯用
に、台所洗剤、お風呂用にと、幅広
くご利用いただけます。ぜひお試し
ください。
価格（税込）
・固形石けん５個入り：250 円
・粉石けん３kg 入り：650 円
・洗濯用液体石けん１リットル入り：
650 円
・石けん専用仕上げ剤 液体１リットル
入り：650 円
◎申込・問い合わせ先
　保健センター
　☎８２−３１１１（内線５１１）
　有線８８−１０４７

坂城町へ避難されている方の
高齢者等インフルエンザ予防接種
　東日本大震災により被害を受け、
坂城町に避難されている方で、65 歳
以上の方、又は 60 歳以上で心臓・
腎臓・呼吸器に重い病気のある方に、
インフルエンザの予防接種を自己負
担額 1,000 円で実施します。接種を
希望される方は、下記へお申し込み
ください。
接種期間　12 月 29 日（木）まで
◎申込・問い合わせ先
　保健センター
　☎８２−３１１１（内線５１１）

ねずみ大根沢庵漬け講習
　地元産ねずみ大根を使い、沢庵漬
けを作ります。
日時　11 月 23 日（水）、26 日（土）
　　　午前 10 時から
場所
　びんぐし公園内スパークさかき
受講料
　3,500 円（大根・糠代金含む）
持ち物　漬け物桶（15 リットル）
　　　　エプロン、三角巾
◎申込・問い合わせ先
　味ロッジわくわくさかき
　☎・有線８２−０１４１

坂城町長杯ビーチボール大会
　今年もビーチボール大会を開催し
ます。お友だちを誘って、皆で楽し
くビーチボールをしましょう。
日時　11 月 21日（日）午前９時〜
場所　文化センター体育館
参加費　2,000 円（当日持参）
申込期限　11 月18 日（金）
◎申込・問い合わせ先
　町体協ビーチボール部 町田さん
　☎８２−６２１７

インフォメーション

広　告　枠



朝倉万幸さんから電子ピアノをご寄贈いただきました

野球少年活躍中！

村上保育園 トウモロコシの収穫体験

　村上出身で、上田市在住の朝倉万幸さんか
ら、電子ピアノ２台をご寄贈いただき、９月29
日（木）、村上小学校体育館で、電子ピアノ贈呈
及び披露式が行われました。
　当日は、感謝状の贈呈や、村上小学校児童代
表（児童会長：関ひよりさん）からの朝倉さん
へのお礼の言葉などのほか、同校児童３名によ
る、電子ピアノの披露演奏が行われ、新しいピア
ノの音色を楽しみました。ピアノは、村上小学校
と坂城中学校にそれぞれ 1台ずつ配備され、音
楽の授業などに活用されます。なお、朝倉さん
からは、これまでも鉄の展示館備品としての刀剣
や、町公用自動車など多数のご寄付をいただい
ており、功績により紺綬褒章も受章されています。

　９月26日（月）、村上保育園の年長の子どもたちが、町
内の畑で、トウモロコシの収穫体験を行いました。
　町内の方が育てた無農薬のトウモロコシで、子どもたちは
「黒い毛のやつを取るんだよ」と教わり、一所懸命に黒い
毛のトウモロコシを探して畑を駆けまわり、収穫を楽しみま
した。自分で収穫したトウモロコシはお家へのおみやげに
しました。町保育園は、地域の皆さんから、たくさんのご
好意・ご協力をいただき、子どもたちは楽しく毎日を過ご
しています。

　町の少年硬式野球連盟「坂城リーグ」が、９月中に開
催された、長野県・新潟県の 16リーグでのトーナメント
方式で行われる信越マイナー大会（マイナーリーグは、小
学校５年生の９月頃までの選手で構成）へ出場しました。
　１回戦の中南信・堀金戦、２回戦の中南信・豊科戦を
勝ち上がり、準決勝に進みました。準決勝の上田リーグに
は敗れてしまいましたが、信越３位のメダルを首にかけて
もらい、選手たちは喜んでいました。
　また、リトルリーグ（中学校１年生の 10月頃までの選
手で構成）は、10月中、長野県・新潟県の 16チームに
よるトーナメント方式で行われた今年最後の公式戦に出
場。１回戦の塩尻リーグ、２回戦の新潟南リーグを破り、
準決勝に挑みました。結果、３位ではありましたが、20
年ぶりの信越大会のメダルを手にすることができました。
　坂城町少年硬式野球連盟は、随時選手を募集していま
す。興味のある方は、下記まで気軽にご連絡ください。
◎事務局長・中村さん　☎８２−５３２９

山村町長（写真
左）から、朝倉
さん（写真右）へ
の感謝状贈呈

ご寄贈いただ
いた電子ピア
ノの披露演奏
会

▼

▼
マイナーリーグ

リトルリーグ
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カメラリポート

高校生２名が国体出場！

味ロッジのパウンドケーキが国境を越え

　10 月１日から11 日の間、山口県で開催された「第
66 回国民体育大会（山口国体）」へ、町在住の高校
生の中澤栞菜さんが「山岳競技」で、神林春美さんが

「なぎなた」で出場しました（ともに高校３年生）。
　中澤さんは、高校の部活として２年生の 12 月から
山岳競技を始め、半年の経験で予選大会を突破、今
回初出場となる国体に挑みました。結果、惜しくも入
賞は逃したものの、47 都道府県の代表中、15 位と善
戦し、「もう１年早く部活を始め、できればもう１回出
場したかった。今後は、後輩の指導や趣味としても競
技を続けていきたい」と話しています。
　神林さんは、小学校４年生から町のなぎなたスポー
ツ少年団でなぎなたを始め、これまでにもインターハ
イに３年連続で出場、また国体への出場も昨年に引
き続き２年目となります。結果、日頃の稽古で培った
力を発揮し初戦に挑みましたが、惜しくも敗退。「国
体出場はよい経験。これからも前向きになぎなたへ
取り組んでいく意欲が持てた」と話しています。
　なお、坂城なぎなた部では、随時参加者を募集し
ています。男女問わず、大人もこどもも参加できます
ので、興味のある方は下記へご連絡ください。
◎なぎなた部代表・滝沢さん　 ☎・有線 82 − 4136
　または同事務局・神林さん　 ☎・有線 82 − 3445

　地元産農産物の加工品などを製造・販売する「味ロッジわくわくさかき」のパウンドケーキが、９月26日（月）、27日（火）
に東京・帝国ホテルで行われた、日本・米国中西部会 第43回日米合同会議の会場で、長野県を代表して提供されました。
　このパウンドケーキは、坂城町産のりんご、ぶどう、プルーンと、千曲市の杏をドライフルーツにし、使用している
もので、会議参加者からは「子どもの頃ママに作ってもらったケーキの味」と、
日米の国境を越え好評を得ました。
　なお、このパウンドケーキは、びんぐ
しの里公園の「びんぐし亭」、びんぐし湯
さん館、地場産直売所「あいさい」や、長
野県アンテナショップなどで販売されてい
ます。

中澤さんと山村町長（国
体出場権を獲得した７月
の北信越大会の報告時）

中澤さん 山口国体にて。
ロープを使用して人工壁
を登る「リード競技」。

写真左から、山村
町長、神林さん、
なぎなた部代表の
滝沢一子さん

神林さん（画像左）
山口国体にて。出
場 は 演 技 競 技 の
部。神林さんは「応
じ」を担当。

▼

▼

▼

▼

日米合同会議の会場にて 味ロッジわくわくさかきの皆さん

12
月
４
日
〜
10
日
は
人
権
週
間

　

12
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
の
１

週
間
は
、
第
63
回
人
権
週
間
で
す
。

昭
和
23
年
12
月
の
国
連
総
会
「
世

界
人
権
宣
言
」
採
択
を
記
念
し
、

人
権
擁
護
活
動
を
推
進
す
る
た
め

に
、毎
年
12
月
10
日
が「
人
権
デ
ー
」

と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
啓
発
活
動
重
点
目
標
は

「
み
ん
な
で
築
こ
う
人
権
の
世
紀

〜
考
え
よ
う
相
手
の
気
持
ち
・
育

て
よ
う
思
い
や
り
の
心
〜
」
で
す
。

人
権
相
談
所
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

こ
の
人
権
週
間
の
事
業
の
一
環
と

し
て
、
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　

い
じ
め
・
虐
待
な
ど
、
子
ど
も

に
関
す
る
こ
と
や
、
親
子
・
夫
婦
、

近
隣
、
借
地
・
借
家
、
相
続
の
問

題
な
ど
、
日
頃
困
っ
て
い
る
こ
と
に

つ
い
て
、
何
で
も
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

日
時　

12
月
５
日
（
月
）

　
　
　

午
前
９
時
〜
正
午

場
所　

役
場
第
４
会
議
室
（
３
階
）

相
談
員　

人
権
擁
護
委
員

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
政
策
課
人
権
・
男
女
共
生
係

　

☎
・
８
２
─
３
１
１
１

　
（
内
線
２
２
４
）

　

有
線
８
８
─
１
０
１
１
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９
月
中
に
は
▼
自
転
車
盗
３
件
▼
自
動
車
の

タ
イ
ヤ
が
連
続
し
て
パ
ン
ク
さ
れ
る（
南
条
）▼

脱
衣
所
荒
ら
し
▼
野
荒
ら
し
▼
部
品
盗
が
発
生

し
ま
し
た
。坂
城
町
交
番
で
は
、被
疑
者
の
検
挙

に
向
け
鋭
意
取
組
中
で
す
。不
審
者
や
、普
段
見

か
け
な
い
車
が
駐
車
し
て
い
た
ら
、人
相
や
着

衣
、ま
た
車
の
ナ
ン
バ
ー
を
確
認
し
、怪
し
い
と

感
じ
た
ら
交
番
に
連
絡
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。（
電
話
・
有
線
の
番
号
は
こ
の

記
事
の
タ
イ
ト
ル
の
欄
に
記
載
し
て
い
ま
す
）

　

９
月
末
の「
秋
の
交
通
安
全
運
動
」期
間
中
、町

内
で
は
、人
命
に
関
わ
る
事
故
も
な
く
、無
事
終

了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。皆
さ
ん
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。交
通
事
故
は
、ほ

ん
の
少
し
の
気
の
緩
み
か
ら
も
起
こ
り
得
ま
す
。

普
段
か
ら
交
通
安
全
意
識
を
高
め
て
お
く
こ
と

は
大
切
な
こ
と
で
す
。ま
た「
時
間
に
間
に
合
わ

な
い
！
」と
焦
っ
て
運
転
す
る
こ
と
も
大
変
危
険

で
す
。車
で
出
か
け
る
際
に
は
、時
間
に
余
裕
を

持
っ
て
出
発
し
、慌
て
ず
落
ち
着
い
て
運
転
で
き

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

交
通
安
全
へ
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

最
近
の
事
件
の
傾
向

「みんながかがやいた運動会」
南条小学校

　

９
月
17
日
（
土
）、心
配
し
た
猛
暑
も
台
風
も
、

子
ど
も
た
ち
の
熱
い
気
持
ち
が
吹
き
飛
ば
し
、

涼
や
か
な
風
を
南
条
小
学
校
に
呼
び
寄
せ
て
く

れ
ま
し
た
。

　

短
い
２
週
間
の
練
習
期
間

で
し
た
が
、
子
ど
も
た
ち
と

職
員
が
ひ
と
つ
に
な
っ
て
、

一
つ
ひ
と
つ
の
種
目
を
創
り

あ
げ
て
き
ま
し
た
。
児
童
会

の
テ
ー
マ
「
か
が
や
こ
う
」

を
全
校
で
め
ざ
し
て
き
ま
し

た
。

　

今
年
度
は
、
子
ど
も
た
ち

の
「
本
気
の
顔
」「
歯
を
く

い
し
ば
っ
た
顔
」「
や
さ
し

い
笑
顔
の
顔
」
が
、
と
て
も

増
え
、
ス
テ
キ
な
顔
が
た
く

さ
ん
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

特
に
、
５
・
６
年
生
の
組

体
操
は
、
一
つ
ひ
と
つ
の
技

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
姿
勢

や
動
き
な
ど
に
も
気
を
配
っ
て
、
創
り
あ
げ
て

き
ま
し
た
。
最
後
の
「
全
員
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
」
は
、

当
日
み
ご
と
に
完
成
！　

完
成
し
た
と
き
の
笑

顔
、
歯
を
く
い
し
ば
っ
た
顔
で
あ
ふ
れ
て
い
ま

し
た
。
こ
の
努
力
と
協
力

の
姿
に
大
き
な
拍
手
が
鳴

り
響
き
ま
し
た
。

　

み
ん
な
と
心
と
力
を
合

わ
せ
る
こ
と
、
苦
し
く
て

も
負
け
な
い
気
持
ち
、
友

だ
ち
の
こ
と
を
思
っ
た

り
、
音
楽
に
合
わ
せ
て
体

を
動
か
す
や
さ
し
さ
、
こ

ん
な
気
持
を
子
ど
も
た
ち

自
身
が
育
て
た
の
だ
と
思

い
ま
す
。

　

運
動
会
に
お
越
し
い
た

だ
い
た
皆
様
方
、
子
ど
も

た
ち
へ
の
エ
ー
ル
を
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

食育だより食育だより食育だより 食育・学校給食センター☎・有線８２－２５５９食育・学校給食センター☎・有線８２－２５５９

自然によく噛む
習慣が身につく

ゆっくり消化され
腹持ちがいい 実は太りにくい どんな料理にも合う

お米を粒のまま食べるの
で、自然と十分に噛むよ
うになり、よく噛む習慣が
身につきます。

ご飯は消化・吸収が緩やか
なため、お腹が減りにくく、
肥満や糖尿病などの予防に
も有効です。

ご飯は油や脂肪を使わず、水
をたっぷり吸わせて炊くので、
量の割にエネルギーが低く、
ヘルシーな食べ物です。

ご飯の隠れた魅力は、どんな
料理にもよく合うことです。
いろいろな組み合わせが考え
られ、食卓を豊かにします。

ご飯（お米）を食べよう！



15

　2回目の「ももグループ」さん、16組
の赤ちゃんたちも順調に育ち、しぐさや
表情がかわいいこと!　
　続く3回目のグループとして「ぶどう
グループ」が始まります。4か月ごろから
の乳児とお母さん。一緒に子育ての楽

しさ、仲間を見つけましょう!
　日程　11/29（火）、12/5（月）、12/16（金）
　　　　1/12（木）、2/2（木）
　時間　午前10時~11時30分

11月の子育てグループの予定

11月の行事予定
グループに申し込まれた方は次のグループに
お出かけください。 ［時間正確に集合してください］

赤ちゃん小組（水曜日）

 ２日：お散歩
 ９日：クッキング（保健センター）
16 日：健康チェック
30 日：ママストレッチ
リーダー：真柴春香さん

リズム小組（第 1・3 金曜日）

 ４日：お散歩
18 日：親子リズム（文化センター）
リーダー：西澤典子さん

スコーレ母親教室（第 2 火曜日）
 ８日：金子通子先生と子育てトーク
リーダー：太田とよ子さん

いっぱいあそぼうグリとグラ（第2・4金曜日）
11 日：新聞ビリビリ
25 日：お誕生会
リーダー：直江麻衣さん

みぃつけた！（第1・3火曜日）
１日・15 日：お名前呼び、赤ちゃん体操、
　　　　　　 あそび
リーダー：中嶋宏子さん

日程 内　容 時　間

４日㈮ 図書の交換日
前日までに絵本を返却してください 午前10時

７日㈪ １才までの子育て＆あそび③
持ち物：バスタオル、おむつ、ミルク 午前10時

10日㈭
わくわくまつり（坂保リズム室）
あそびコーナー、おやつコーナー、人
形劇などお楽しみがいっぱい

午前9時45分
から受付

17日㈭
乳幼児の救急法講座 午前10時
マザーリーフの会 午後1時30分

21日㈪ ボランティア懇話会 午後1時
22日㈫ ２才児あそび教室（リトミック） 午前10時
24日㈭ おはなしでてこい 午前10時
26日㈯ 開館日・親子の会 午前9時30分
29日㈫ １才までの子育て＆あそび④ 午前10時

今月の相談日
支援センターでの相談（細江相談員）午後5時まで

1日：午前9時～、8・15日：午後2時～、22日：午前9時～、29日：午後2時～
保育園での相談

細江相談員 酒井相談員
南条 17 日㈭ 9:00 ～13:00   2 日㈬ 9:00 〜12:00
坂城 15 日㈫ 9:00 ～13:00   9 日㈬ 9:00 〜12:00
村上 29 日㈫ 9:00 ～13:00 16 日㈬ 9:00 〜12:00
保育園栄養士による食育相談…随時
　お申し込みにより日時を決めて行います。離乳食、幼児食、
　食べ方など、気軽にご相談ください！

センターへ遊びにきたい方へ
土曜・日曜・祝祭日以外は開館しています。
サークルのある日でも遊べますよ！

（午前９時～正午　午後２時～４時 30 分）
親子のお弁当を持ってきて、食育コーナーで食べられますよ！
★11月の土曜開館日：12日、26日（午前９時～正午）

１歳までの子育て&あそび講座
新規募集！ 　おやつ・給食の場面で、幼稚園・

保育園の先生たちは、どんな言葉を
子どもたちにかけているのでしょう？
「もぐもぐ、カミカミ、ゴックン」
「食べられるかな？　食べられるよね」
「食べてほしいな、いっぱい食べてね」
「食べると力持ちになれるよ」
「野菜を食べると美人になれるよ」
「食べられたね！　すごいね！」
「ピカピカになたね！」
　…うれしそうな子どもの笑顔が
　　目に浮かぶようですね。

プロから学ぶ
やる気・自信を与える言葉
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・4か月児健康診査	 18日（金）午後１時集合	 平成23年7月生
・7か月児健康相談	 30日（水）午前９時集合	 平成23年4月生
・10か月児健康相談	 29日（火）午前９時集合	 平成23年1月生
・2才児健康相談	  2日（水）午前９時集合	 平成23年7月生〜 8月生
・3才児健康診査	 16日（水）午後１時集合	 平成20年5月1日〜 6月30日生

11日（金）午後1時30分〜 1時50分（厳守）　持ち物：母子健康手帳・予診票
平成22年10月生〜 11月生：2回　平成23年4月生〜 5月生：1回

相談 日時 / 場所

心配ごと
相　　談

10日㈭
21日㈪

午前９時〜正午

役場第４会議室（３階）

11日は司法書士、21日は弁護士による
法律相談をあわせて開設

（※弁護士の相談は９時30分〜11時30分）

社協結婚
相　　談 12日㈯

午前９時〜正午

文化センター２階相談室

行政相談 15日㈫
午前９時〜正午

役場第５会議室（３階）

障がい者
相　　談

9日㈬
24日㈭

午後１時 30 分〜４時

役場第５会議室（３階）

ハローワーク
出張相談

14日㈪
28日㈪

午前 10 時〜午後３時

坂城テクノセンター

当番医（医科・歯科）

11月の健診

※診療時間　医科：午前 9 時〜午後 5 時　歯科午前 9 時〜正午
※都合により変更になる場合がありますので、当番医を利用される場合

は電話、新聞などで確認をしてください。

保健センター ☎82−3111（内線511、512）
有線　88−1047

☆乳幼児健診☆（実施場所は保健センター）

☆ポリオ集団接種日程☆

消
し
た
は
ず　

決
め
つ
け
な
い
で

も
う
一
度

　　

す
べ
て
の
住
宅
に
、
住
宅
用
火
災
警

報
器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
だ
設
置
し
て
い
な
い
住
宅
は
、

早
急
に
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

　
住
宅
火
災 

い
の
ち
を
守
る

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

○
３
つ
の
習
慣

・
寝
タ
バ
コ
は
、
絶
対
し
な
い
。

・
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か

ら
離
れ
た
場
所
で
使
用
す
る
。

・
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る

と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

○
４
つ
の
対
策

・
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用

火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

・
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か
ら
の

火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品
を
使

用
す
る
。

・
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、

住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す
る
。

・
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を

守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制

を
つ
く
る
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

千
曲
坂
城
消
防
本
部
予
防
課

　

☎
0
２
６—

２
７
６—

０
１
１
９

秋
の

全
国
火
災
予
防
運
動

11
月
９
日
㈬
〜
15
日
㈫

相談日　　　 11月

まちのうごき

まちの交通事故

平成 23 年 10 月 1 日現在

（平成 23 年 9 月中）

※（　）は前月比

※累計は 1 月から（　）は前年比

世帯数
人　口

男
女

  5,883 世帯
15,950 人
  7,843 人
  8,107 人

（＋ 10）
（− 10）
（−   9）
（−   1）

粗大ごみの回収

20日㈰
午前８時30分〜 10時
びんぐしの里公園

粗大ごみの回収にあわせてビン・缶・ペットボト
ル・布類・有害ごみ・プラスチック容器包装・紙容
器包装・古紙類の収集を行う「サンデーリサイ
クル」を実施していますのでご利用ください。

件　数
死　者
負傷者

3 件
0 人
3 人

累計 41件（−16）
累計   0人（−  3）
累計 57人（−21）

11月3日㈭

さかき生協診療所 【 中 之 条 】 ☎・有線 　82−0101
中沢医院 【千曲市小島】 ☎（026）272−0131
安川整形外科クリニック 【千曲市屋代】 ☎（026）273−6611
竹内歯科医院 【千曲市屋代】 ☎（026）273−4500

6日㈰

中島産婦人科小児科 【千曲市上山田】 ☎（026）275−0111
山崎小児科 【千曲市桜堂】 ☎（026）273−0121
鴇沢内科クリニック 【千曲市屋代】 ☎（026）272−3713
松尾歯科医院 【 御 所 沢 】 ☎　　　   82−6988

13日㈰
とも泌尿器科クリニック 【千曲市磯部】 ☎（026）261−5815
千曲中央病院 【千曲市杭瀬下】 ☎（026）273−1212
大村歯科医院 【千曲市戸倉】 ☎（026）275−0066

20日㈰

二階堂医院 【千曲市磯部】 ☎（026）275−5582
おの内科小児科クリニック 【千曲市寂蒔】 ☎（026）261−3660
かつの耳鼻咽喉科 【千曲市粟佐】 ☎（026）274−3387
近藤歯科医院 【 中 之 条 】 ☎・有線    82−5121

23日㈬

村上堂大井クリニック 【 網 掛 】 ☎　　　   81−3131
飯島医院 【千曲市　中】 ☎（026）272−0269
島谷医院 【千曲市杭瀬下】 ☎（026）273−1201
滝沢歯科医院 【千曲市磯部】 ☎（026）276−4636

27日㈰
やまざき医院 【千曲市上徳間】 ☎（026）276−2700
千曲中央病院 【千曲市杭瀬下】 ☎（026）273−1212
宮本歯科医院 【千曲市戸倉】 ☎（026）276−7030

12月4日㈰

みやばやし小児科・アレルギー科 【千曲市上徳間】 ☎（026）261−5221
菅谷東クリニック 【千曲市粟佐】 ☎（026）272−0493
吉沢内科クリニック 【千曲市屋代】 ☎（026）273−7050
小宮山歯科医院 【 立 町 】 ☎・有線 　82−2029



町立図書館　☎・有線 82− 3371
開館時間　午前 10時〜午後 6時

□新着図書□

日本美術図解事典

☆児童図書☆

☆一般図書☆

　絵画・書・仏像・陶磁器・工芸品…日本
美術の全ジャンルが、緻密なイラストを用
いて解説されている、見る美術図鑑。細
かな部分の名称や技法なども、わかりや
すく解説されている。

・かんたん！ USBで動かす電子工作
　（著：小松博史／オーム社）
・知っておいしい肉事典
　（編：実業之日本社／実業之日本社）
・身近な電気・節電の知識
　（共著：柴田尚志・森田一弘／オーム社）
・絵でわかる東洋医学
　（著：西村甲／講談社）
・善光寺に五重塔を！
　（著：中村仙之助／育朋社）
・里山・有休農地を生かす
　（著：野田公夫ほか／農文協）

・はたらく動物大研究　犬・馬・牛からタカ・イルカまで
　（監修：森裕司・武内ゆかり／ＰＨＰ研究所）
・きのこ　ふんわり胞子の舞
　（写真・文：埴沙萠／ポプラ社）
・決定版　古今東西あこがれのお姫さま物語
　（監修：井辻朱美／講談社）

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30

■ 11 月の休館日■ 休館日

□11月の催し物□
☆おはなし会☆
　12日（土）午前10時30分〜
　おはなし会は第２土曜日の午前10時30分から！

☆としょかん講座☆
　点字・点訳講座
　　１日・15日（火）午後２時〜　講師：山口静枝さん
　源氏物語を読む会
　　19日（土）午後0時30分〜　講師：塚田睦樹さん
　文章の書き方講座
　　26日（土）午後２時〜　講師：長島伸一さん

□新着図書□
☆おすすめの本☆

（監修：守屋正彦　他／東京美術）
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11月の番組表

●チャンネル放送番組

番組名 内容 /出演

1日㈫ 明 日 の 農 業
農機具の手入れ

JAちくま　深沢センター長

6日㈰ 楽 し い 民 話
きつねの芝居

込山　岡田由貴子さん

8日㈫ 税務署だより
税を考える週間

上田税務署

9日㈬ こちら１１９番
正しい119番通報

消防署

10日㈭ わ が 家 の 花
は 元 気 で す

植物の管理
御所沢　前沢新一さん

13日㈰ 楽 し い 民 話
けちくらべ

金井　青木典子さん

14日㈪ 明 日 の 農 業
農事の管理

JAちくま  池田営農指導員

15日㈫ 信号は赤です
交通事故防止
坂城町交番　

17日㈭ 川 　 　 柳
JA文芸から

選者　中沢月人さん

20日㈰ 楽 し い 民 話
六助いなり

鼠　玉井かつ子さん

27日㈰ 楽しい民 話
ぶんぶく茶がま

旭ヶ丘　中村秀子さん

30日㈬ 明 る い 消
費 生 活

最近の消費生活相談から
長野消費生活センター

操作方法は ・　・
終了するとき ・　・　
　　　　　　　    11 ／１～11／ 30
 ･･････････ＦＭ長野
 ･･････････ＮＨＫ・ＦＭ
 ･･････････音楽放送
 ･･････････ＪＡ川柳 
◆有線本部 
　☎82－3111（内222） 
　有線88－1000

9
9

2
3
4
5

4 0
4 チャンネル番号

チャンネル番号
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坂
城
中
学
校
は
、
昭
和
35
年
11
月

に
坂
城
・
中
之
条
・
村
上
の
３
中

学
校
が
統
合
さ
れ
、
昭
和
37
年
に

現
在
の
地
に
開
校
し
て
か
ら
、
今

年
で
50
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
こ

の
節
目
の
年
に
、
坂
城
中
学
校
開

校
五
十
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員

会
を
中
心
に
、
記
念
式
典
の
開
催

や
、
教
育
環
境
整
備
な
ど
の
記
念

事
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

９
月
23
日
（
金
）
に
行
わ
れ
た

記
念
式
典
で
は
、
午
前
に
、
テ
ノ
ー

ル
歌
手
・
新
垣
勉
さ
ん
に
よ
る
記

念
リ
サ
イ
タ
ル
を
、
午
後
か
ら
は
、

式
典
と
し
て
、
生
徒
た
ち
の
学
習

発
表
や
、
歴
代
生
徒
会
の
正
副
会

長
を
パ
ネ
リ
ス
ト
に
迎
え
た
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
「
私
た
ち
坂
中
の
伝
統
」

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
は
、
坂
城
中
学
校
の
50

年
を
振
り
返
る
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー

に
始
ま
り
、
３
年
前
の
３
年
生
が
、

ふ
る
さ
と
坂
城
を
学
ん
で
作
っ
た

詩
に
曲
を
つ
け
た
「
千
曲
川
讃
歌
」

の
合
唱
、
続
い
て
、
３
年
生
に
よ
る

「
坂
城
中
学
校
の
歩
み
」
の
発
表

が
あ
り
ま
し
た
。
開
校
か
ら
今
ま

で
の
制
服
の
変
遷
や
、
給
食
の
歴

史
、
校
歌
の
歴
史
な
ど
、
生
徒
自

身
が
調
べ
た
同
校
の
様
々
な
歴
史

坂
城
中
学
校
50
周
年
記
念
式
典

田中　優
ゆ

羽
う

 くん（2才）

健二さん・友美さん 〈上五明〉

　９月で２才になりました。
　キノコと新幹線が大好きでテレビに映る
ととても興奮しています。誰にでも愛想が
良く、優羽くんの笑顔を見るとこちらも自
然と笑顔になります。
　これからも元気いっぱいに成長していっ
てね！！ 

が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
く
後
半
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

は
、
各
パ
ネ
リ
ス
ト
か
ら
、
自
身

の
在
学
当
時
の
様
子
や
、
こ
れ
か

ら
の
中
学
生
に
期
待
す
る
こ
と
・

伝
え
た
い
こ
と
が
話
し
合
わ
れ
ま

し
た
。

　

50
周
年
に
際
し
、
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
、
温

か
な
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
で
、
素

晴
ら
し
い
記
念
事
業
と
な
り
ま
し
た
。
寄
附

金
は
、
記
念
事
業
と
教
育
環
境
整
備
の
資
金

と
し
て
大
切
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
上
記
の
記
念
式
典
の
他
に
、
記
念
事
業

と
し
て
、
記
念
講
演
会
（
上
田
情
報
ビ
ジ
ネ

ス
専
門
学
校
副
校
長
・
比
田
井
和
孝
氏
）、
教

育
環
境
整
備
、
記
念
誌
の
発
行
、
記
念
品
（
ク

リ
ア
フ
ァ
イ
ル
・
オ
リ
ジ
ナ
ル
手
ぬ
ぐ
い
）
も

行
い
ま
し
た
。
記
念
誌
と
記
念
品
は
お
分
け

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方

は
、
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
実
行
委
員
会
事
務
局
（
坂
城
中
学
校
内
）

　

☎
・
有
線
８
２
ー
３
０
８
０

記
念
事
業
実
行
委
員
会
よ
り

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

新垣さんリサイタル

生徒の発表「坂城中学校の歩み」


